
造

幣

人

(
】]P
O
昌
Φ
け9
『
一q
ω
)

と

七

世

紀

フ

ラ

ン

ク

王

国

の
貨

幣

経

済

堀

内

一

徳

は

じ

め

に

ト

リ

ア

ー
、

リ

ヨ

ン
、

ア

ル

ル

の

ロ
ー

マ
帝

国

の
ガ

リ

ア

の
造

幣

所

は

五
世

紀

に
公

の
貨

幣

鋳

造

を
中

止

し
、

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ

・
フ
ラ

ン
ク

王

国

で

は

ロ
ー

マ
帝

国

の
模

造

貨

が
発

行

さ

れ

た

が
、

六
世

紀

に
は

ビ

ザ

ン

ッ
皇

帝

ア

ナ

ス
タ

シ

ウ

ス
、

ユ

ス
テ

ィ

ヌ

ス

一
世

、

ユ

ス
テ

ィ

ニ
ア

ヌ

ス

一
世

、

ユ
ス

テ

ィ

ヌ

ス
ニ
世

な

ど

の
貨

幣

を
模

し

た
金

貨

ソ
リ

ド

ゥ

ス

(。。
o
臣

臣

)

と

そ

の

三
分

の

一
の

ト

レ

ミ

シ

ス

(
1
)

(自
Φ
巨

ωω
芭

貨

が

鋳

造

さ

れ

た
。

五
世

紀

末

か

ら

マ
ル

セ

ー

ユ
で
発

行

さ

れ

た
青

銅

貨

は

テ

ウ

デ

リ

ヒ

一
世

、

テ
オ

デ

ベ

ル
ト

一
世

、

テ

ウ

デ

バ

ル

ト

の
諸

王

に

よ

っ
て
鋳

造

が

試

み

ら

れ

た

が

、

そ

の
後

絶

え
、

銀

貨

も

ク

ロ
ー
ヴ

ィ

ス

の
長

子

テ
オ

ド

リ

ッ
ク

か

ら

ア
ウ

ス
ト

ラ

シ

ァ

の

ジ
ギ

ベ

ル
ト

一
世

の
時

代

ま

で
鋳

造

さ

れ

た

の
ち

発

行

を

(
2
)

停

止

し

た

。

六

世

紀

後

半

に

ジ
ギ

ベ

ル
ト
、

グ

ン
ト

ラ

ム
に

よ

っ
て

(
3
)

王

名

を
刻

銘

し

た
金

貨

が
発

行

さ
れ

る
と

と

も

に
、

多

数

の
造

幣

人

(巳
ρ
O
口
〇
一
餌
.HHβ
ω
)

に
よ

っ
て

金

貨

が
鋳

造

さ

れ
、

七

〇

〇
年

頃

に

ア

ン
グ

ロ
サ

ク

ソ

ン
・
フ
リ

ー

ス
ラ

ン
ド
人

の

ス
ケ

ア
タ

ス
(ω
。
8

仲$
ω
)

(
4
)

貨
や
デ
ナ
リ
ウ
ス

(鎚
Ω
P㊤
同一口
◎o)
銀
貨
が
流
通
し
始
め
る
ま
で
、
造

幣
人
の
鋳
貨
ト
レ
ミ
シ
ス
貨
な
い
し
は
ト
リ

エ
ン
ス
(巳
Φ霧
)
貨
が

主
要
な
通
貨
と
し
て
流
通
し
た
。

本
稿
で
は
、
造
幣
人
の
貨
幣
鋳
造
の
盛
期

で
あ
る
七
世
紀
を
中
心

に
ト
リ

エ
ン
ス
貨
の
鋳
造
と
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ァ
の

流
通
経
済
お
よ
び
租
税
と
の
関
係
を
古
銭
学

の
成
果
に
も
と
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

C-)

 

造
幣
人
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
ト
リ

エ
ン
ス
貨
の
大
部
分
は
貨
幣

の
表
而
に
鋳
造
地
名
を
裏
面

に
造
幣
人
の
名
と
多
く
は

ヨ
8
2
午
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目言
ω
な

い
し
は
そ
の
短
縮
文
字
を
刻
印
し
た
貨
幣
で
、
規
準
の
量
目

(
5
)

は

七

シ

リ

ク

ワ

な

い
し

は

八

シ
リ

ク

ワ
す

な

わ

ち

一

二

二
〇

グ

ラ

ム

か

ら

一

・
五

〇
グ

ラ

ム
で

六

三

〇

年

頃

に

は

一

・
二
三

グ

ラ

ム
前

後

(6
)

に
安
定
化
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
金
の
純
分
は
七
世
紀
の
三
十
年
代

ま
で
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
は
そ
れ
を
こ
え
て
い
た
が
、
同
世

紀
末
に
は
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
落
し

(7
)

た
。
ト
リ

エ
ン
ス
貨
に
刻
印
さ
れ
た
造
幣
地
名
は
八
〇
〇
を
数
え
、

(
8
)

造

幣

人

の
数

は

五

〇

〇

〇

人

に

達

し

て

い

る
。

鋳

造

地

名

は
都

市

(
キ

ウ

ィ
タ

ス
)

の

ほ

か

ウ

ィ
ク

ス
、

カ

ス
ト

ル

ム
、

ウ

ィ

ラ
、

ド

(9
)

ム
ス

(畠
oヨ
島
)
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
貨
幣
に
刻
ま

れ
た
地
名
の
す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
、
造
幣
が
継
続
し
て
行
わ
れ
た
わ

け
で
な
く
、
大
部

分

は

一
時

的

に
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

癖

鋳
造
地
が
集
合
し
て
い
る
地
域
は
・

パ
リ
盆
地
・
ル

●
マ
ン
の

地
方

、

と

り

わ

け

ド

ル
ド

ー

ニ

ュ
川

と

ロ
ワ
ー

ル
川

が

画

す

る
地

方

、

ソ
ー

ヌ
川

中

流

と

ジ

ュ
ネ

ー
ブ

湖

の
間

の
地
方

、

モ
ー

ゼ

ル
川

と

そ

の

支

流

セ
イ

ユ
川

の
地

方

で
、

さ

ら

に

ソ

ー

ヌ
、

ロ

ー

ヌ
、

(
11
)

ラ

イ

ン

の
流

域

を

ふ
ち

ど

っ
て

い

る
。

な

お

六

・
七
世

紀

に

ラ

イ

ン

(12

)

川

の
東

の
地

方

で

は
貨

幣

の
鋳

造

は
確

認

さ

れ

て

い
な

い
。

ま

た

ア

ウ

ス
ト

ラ

シ

ア

は

ノ

イ

ス
ト

リ

ア
、

ア

キ

テ

ー

ヌ
地
方

よ

り

造

幣

所

(
13
)

の
分

布

数

は

少

な

い
。

P

・
ル

・
ジ

ャ

ン
テ

ィ
オ

ム
に

よ

る
と
、

南

フ

ラ

ン

ス
で

は
多

く

の
キ

ウ

ィ
タ

ス
の
中

心
地

に
国

庫

の
造

幣

所

が

結

び

つ

い
て

い
る

が

、
ネ

ウ

ス
ト

リ

ア
、
ア
ウ

ス
ト

ラ

シ
ア

、
ブ

ル
ゴ

ー

ニ

ュ
、

ア

キ

テ

ー

ヌ
北

部

で

は

と

く

に

七
世

紀

後

半

数

多

く

の
私

的

(14

)

な
造

幣

所

が
成

立

し

て

い
る

と
指

適

し

て

い

る
。

こ

の
よ

う

な

銭

貨

か
ら

得

ら

れ

た

デ

ー

タ

に
対

し

て
、

造

幣

人

の
社

会

的

身

分

や

そ

の

業

務

を
伝

え

る
記

述

に

は

乏

し

く
、

し
ば

し
ば

仮

説

や
推

測

に
傾

く

原

因

と

な

っ
て

い
る
。

ト

ゥ
ー

ル
の
グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス

は

パ
リ

の
造

幣

人

や

あ

る
造

幣

人

の
妻

に

つ

い
て
記

し

て

い

る
が

、

詳

細

を

伝

え

て

い

な
幡
酬

造

幣

人

と

し

て

そ

の
業

績

を
伝

え

て

い

る

の

は
、

ク

ロ
タ

ー

ル

ニ
世

、
ダ

ゴ

ベ

ル

ト

一
世

、
ク

ロ
ー
ヴ

ィ

ス
ニ
世

時

代

の
王

室

の

造

幣

人

で

あ

っ
た

エ
リ
ギ

ウ

ス

(
匡

一αq
冨

)

の

み

で
あ

る
。

エ
リ

ギ

ウ

ス
は

リ

モ

ー

ジ

ュ
近

く

の

ウ

ィ

ラ

で
生

ま

れ

、

当

時

リ

モ
ー

ジ

ュ

の
国

庫

の
造

幣

所

の
監

督

者

で

あ

っ
た

ア

ポ

(〉
三
8
)
の
も

と

で

金

細

工

の
技

術

を
習

得

し

、
金

細

工

に
す

ぐ

れ

た
技

巧

を
遺

し

、
ノ

ワ
イ

ヨ
ン

の
司

教

と

し

て
生

涯

を
閉

じ

て

い

る
。

か

れ

は
、

マ
ル

セ

ー

ユ

で

ク

ロ
タ

ー

ル

ニ
世

と
ダ

ゴ

ベ

ル

ト

一
世

、

パ
リ

で
ダ

ゴ

ベ

ル
ト

一

世

と

ク

ロ
ー
ヴ

ィ

ス
ニ
世

、

ア

ル

ル

と
リ

モ

ー

ジ

ュ
で
ク

ロ
ー

ヴ

ィ

ス

ニ
世

の

そ

れ
ぞ

れ

の
王

の
名

を
刻

銘

し

た

貨

幣

お

よ

び

王

の
刻

銘

(
16
)

を
も
た
な
い
王
室
の
貨
幣
を
造
幣
し
て
い
る
。
し
か
し

エ
リ
ギ
ウ
ス

が
王
の
名
を
刻
印
し
な
い
貨
幣
を
鋳
造
し
た
多
数
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
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時
代

の
造
幣
人
の
典
型
と
考
え
る
の
は
む
つ
か
し
い
。
ま
た
ダ
ゴ
ベ

ル
ト

一
世
の
時
代
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
造
幣
人

エ
ブ

レ
ギ

セ
ル

ス

(閏
訂
Φαq
一。・Φ
ξ
ω)
の
業
績
に
つ
い
て
わ
ず
か
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

エ
ブ
レ
ギ
セ
ル
ス
は
パ
リ
郊
外
の
サ
ン

・
ド

ニ
修
道
院

の
貨
幣

の
ほ
か
、
同
修
道
院
の
所
在
地
の
ウ
ィ
ク
ス
の
地
名

(O
鋤
ε
田
⇔ロ
ロ
ω)

や
ク
レ
ル
モ
ン
、
オ
ル
レ
ア
ン
、
ラ
ン
の
都
市
名
を
刻
印
し
た
貨
幣

を
残
し

て
い
砺
α)
か
れ
が
六
五
〇
年
頃

モ
ー
の
司
教
と
な

っ
た

エ
ベ

ル
ギ

セ
ル
と
同

一
人
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
エ
リ
ギ
ウ
ス
と

同
時
代

の
造
幣
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
造
幣
人
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
身
分
に
属
し
た
の
か
、
王

の
役
人

の
よ
う
な
公
的
な
身
分
と
す
る
説
あ
る
い
は
公
権
力
に
拘
束

さ
れ
な

い
自
由
な
職
人
と
す
る
な
ど
公
私

の
両
端
に
大
き
く
分
か
れ

て
い
る
。
J

・
。フ
ル
ー
に
よ
る
と
、
造
幣
人
は
も
と
も
と
ロ
ー

マ
帝

国

の
造
幣
所
の
職
人
で
あ
っ
た
の
が
都
市
か
ら
し
だ
い
に
地
方
に
拡

散
し
て
い
っ
た
者
で
、
王
の
役
人
で
は
な
い
が
公
的
権
力

の
代
表
者

に
信
頼
さ
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
ウ
ィ
ク
ス
、
カ
ス
ト
ル
ム
、
ウ
ィ
ラ

の
造
幣
所
も
造
幣
権
を
も

っ
た
王
や
教
会
に
所
属
し
て
い
た
と
推
定

し
て
い
輪

)
十
七
世
紀
か
ら

一
九
四
〇
年
ま
で
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時

代

の
貨
幣
史
に
関
す
る
お
よ
そ
四
十
の
研
究
成
果
を
要
約
し
た
㎝

・

デ

ュ
ー
ド
ン
ネ
は
、
造
幣
人
の
職
能
を
次
の
よ
う
に
多
様
に
解
釈
し

て
い
る
。
王
の
宮
廷
や
王
領
地
で
は
造
幣
人
は
王
の
役
人
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
大
き
な
都
市
や
港
市
で
は
銀
行
家
や
両
替
商
で

あ
り
、
王
あ
る
い
は
司
教
、修
道
院
や
世
俗
の
大
領
主
の
ウ
ィ
ラ
で
は

王
や
聖
俗
の
領
主
か
ら
信
任
さ
れ
、
か
れ
ら
か
ら
地
金
を
与
え
ら
れ

て
造
幣
す
る
職
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
造
幣
所
を
遍
歴
す

る
造
幣
人
を
加
え
て
い
華

数
は
少

い
が
・
同

一
の
造
幣
人
名
覆

数
の
造
幣
所
の
地
名
と
と
も
に
刻
印
さ
れ
た
ト
リ

エ
ン
ス
貨
が
発
見

さ
れ
て
い
鱒

こ
の
こ
と
か
ら
・
同

一
の
造
幣
人
が
い
く
つ
か
の
造

幣
所
で
貨
幣
を
鋳
造
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
W

・

ヴ

ェ
ル
ナ
ー
は
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
今
日
の
ゲ

ル
マ
ン
語
圏
で
は
造
幣

人
の
ト
リ
エ
ン
ス
貨
鋳
造
は

ほ
と
ん
ど

例
外
な
く

都
市
と
結
び

つ

き
、
遠
距
地
商
業
の
需
要
に
対
応
し
て
い
る
が
、

一
方
ガ
リ
ア
内
部

の
多
く
の
小
さ
な
造
幣
所
で
は
と
り
わ
け
移
動
す
る
造
幣
人
に
よ
っ

て
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
て
い
る
と
い
箆

ト
リ

エ
ン
ス
貨
の
高
い
価
値
は
日
常
の
ロ
ー
カ
ル
な
交
易
に
は
適

合
し
な
い
。
1
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
、
造
幣
人
の
造
幣
所
が
集
合
す
る
モ

ー
ゼ
ル
、
セ
イ
ユ
流
域
と
ム
ー
ズ
川
上
流
域

を
含
め
た
地
方
の
造
幣

所
が
こ
の
地
方
の
市
場
経
済
す
な
わ
ち
遠
距
地
商
業
と
緊
密
に
連
係

し
て
い
る
と
と
も
に
、
造
幣
人
が
移
動
す
る
実
態
を
次
の
よ
う
に
示

し
て
い
る
。
メ
ス
(】≦
①
言
)
、
ト
ウ
ー
ル
(目
o
巳
)、
ヴ

ェ
ル
ダ

ン
、
ム
ゾ

ン
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(]≦
o
自

o
昌
)
お

よ

び

ヴ

ィ
ク

・
シ

ュ
ル

・
セ
イ

ユ
(<
す

。・
霞

あ
Φ
巳
Φ
)
、

マ
ル

サ

ル

(]≦
霞
ω巴
)
、

モ
ワ

イ

ヤ

ン
ヴ

ィ
ク

(]≦
o
矯
Φ
昌
く
8
)
な

ど

二

十

二

の

ト

リ

エ

ン

ス
貨

造

幣

地
名

と

そ

れ

ら

の
地
名

と

と

も

に
刻

銘

さ

れ

た
造

幣

人

名

の
分

析

に
も

と

つ

い
て
、

セ
イ

ユ
川

に

沿

っ
た

ヴ

イ

ク

、

マ
ル
サ

ル
、
モ

ワ
イ

ヤ

ン
ヴ

ィ

ク
、
デ

ュ
ー
ヅ

な

ど

の
塩

の
産

出

地

方

に

お

け

る

ト

リ

エ

ン

ス
貨

の
鋳

造

が
商

業

交

易

の
需

要

か

ら

成

り

立

っ
て

い

る
点

を
以

下

の

よ

う

に
説

明

し

て

い
る
。

セ
イ

ユ
地

方

の
交

易

網

は

メ

ス
か

ら

モ

ー
ゼ

ル
上

流

地

方

へ
、

ま

た
陸

路

で
ヴ

ェ
ル
ダ

ン
、
デ

ュ
ー

ル

ア

ー

ル

(一)
一〇
`
一〇
d
⇔
H傷
)
サ

ー

ル
ブ

ー

ル
(
ω
震

・

器
げ
o
霞

σq
)

と

結

ば

れ

、
ヴ

ェ
ル
ダ

ン

か
ら

ム
ー
ズ

上

流

地

方

へ
、
サ

ー

ル
ブ

ー

ル
か

ら

サ

ベ

ル

ヌ

(
ω
<
Φ
ヨ

①
)

や

ス
ト

ラ

ー

ス
ブ

ー

ル
さ

ら

に

ラ

イ

ン
地

方

に
伸

び

て

い

る
。

マ

ル
サ

ル
に
も

ロ
ー

マ
時

代

の

街

道

が

通

じ

て

い

る
。

セ

イ

ユ
地

方

か

ら
産

出

さ

れ

た
塩

は
貴

族

や

教

会

な

ど

の
売

り

主

か
ら

商

人

に
売

ら

れ
、

商

人

は
少

く

と

も

一
部

は

貨

幣

で
決

済

し
、

塩

の
買

入

れ

に
訪

れ

た
外

来

の
商

人

は
売

り

主

に
貴

金

属

の
価

値

を
保

証

さ

せ

る

た

め
塩

の
買

入

れ
地

に

お

い
て
貴

金

属

を

貨

幣

に
鋳

造

さ

せ

る

か
、

持

参

の
貨

幣

を
売

り

主

に

認
知

さ

れ

た

貨

幣

に
改

鋳

す

る

か

の
方

法

が

あ
り

、

こ
こ

に

塩

の
売

り

主

と

商

人
、

貨

幣

を
保

証

す

る
造

幣

人

と

の
連

係

が
成

立

す

る
。

こ

の
よ

り

う

な

関

係

が

成

立

す

る

た

め

に

は

、
商

人

と

造

幣

人

、
造
幣

人

と

売

主
と
の
間
で
の
協
力
と
相
識
の
関
係
を
前
提

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
同

一
の
造
幣
人
が
複
数
の
造
幣

所
で
貨
幣
を
鋳
造
し
て
い
る
実
態
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
セ
イ
ユ

川

・
モ
ー
ゼ
ル
上
流
地
域
の
二
箇
所
の
造
幣
地
で
貨
幣
を
鋳
造
し
た

造
幣
人
は
十
三
人
を
数
え
、
ま
た
マ
ル
サ
ル
と
メ
ス
、
マ
ル
サ
ル
と
モ

ワ
イ
ヤ
ン
ヴ
ィ
ク
、
ヴ
ィ
ク
と
デ

ュ
ー
ル
ア
ー
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
二
箇

所
で
造
幣
し
た
二
人
つ
つ
の
造
幣
人
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
の
マ
ル
サ
ル
と
メ
ス
で
造
幣
し
た
二
人
の
ほ
か
、
さ
ら
に
ヴ

ェ

ル
ダ
ン
、
サ
ー
ル
ブ
ー
ル
で
造
幣
し
た

そ
れ
ぞ
れ

一
人
の
造
幣
人

が
デ

ュ
ー
ヅ
で
も
貨
幣
を
鋳
造
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
遠
来
の
商
人

が
こ
れ
ら
の
造
幣
人
の
鋳
貨
に
よ

っ
て
マ
ル
サ
ル
や
デ

ュ
ー
ヅ
で
塩

(22
)

を
購
入
し
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
造
幣
人
の

移
動
の
範
囲
も
局
限
さ
れ
た
領
域
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
地
方
の
造
幣
人
の
貨
幣
鋳
造
が
商
業
交
易
を
目
的
と
し

た
の
み
で
な
く
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
は
、

マ
ル
サ
ル
、
ヴ
ィ
ク
に

お
け
る
塩
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め

ロ
タ
ー

ル

一
世
が
聖
ミ
ヒ
ァ
エ

ル
と
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
の
両
修
道
院
に
関
税
免
除
の
特
許
を
与
え
て
い

る
こ
と
か
ら
推
し
て
関
税
、
通
行
税
の
徴
収
に
も

一
定
の
役
割
を
果

(
23
)

し

て

い

た

こ

と

を

ハ
イ

ド

リ

ヒ
は
示

唆

し

て

い

る
が

、

た

だ

し

造
幣

人

の
身

分

が

公

的

な
も

の

で

あ

っ
た

と

は
断

定

し

が

た

い
と

し

て

い

一一85一



る.一.24
0)

⇒(

フ
ラ

ン
ク

・
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
国
の
財
政
に
お
け
る
徴
税
と
造
幣

人
と
の
か
か
わ
り
を
説
く
論
説
は
従
来
か
ら
あ
り
、
そ
の
最
も
有
力

な
論
拠

の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
の
が

「聖

エ
リ
ギ
ウ
ス
伝
」
が
伝
え

る
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
パ
グ

ス
に
お
け
る
租
税
徴
収
に
関
す
る
徴
収
さ
れ

た
金
が
溶
解
さ
れ
て
純
分
を
高
め
て
国
庫
に
納
付
さ
れ
た
と
い
う
記

(
25
)

述
で
あ

る
。
造
幣
人
の
鋳
貨
の
多
様
性
は
明
か
に
租
税

の
徴
収
の
仕

組
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
H

・
ピ

レ
ン
ヌ
は
、
そ
の
論
旨

の
ひ
と

つ
の
根
拠
と
し
て
、
㎝

・
ロ
ベ
ー
ル
の
説
を
継
承
し
た
A

・

ア
ン
ジ

ュ
ル
、
R

・
セ
リ

ュ
ー
ル
説
の
要
点

を
引
用
し
て
い
る
。
「納

入
者
の
都
合
に
応
じ
て
、
現
物
、
異
邦
の
貨
幣
あ
る
い
は
古
代
の
貨

幣
、
秤
量
貨
幣
等
で
租
税
お
よ
び
小
作
料
を
受
け
と
る
権
限
、
そ
れ

と
併
行

し
て
租
税
お
よ
び
小
作
料
収
入
の
総
額
を
そ
の
場

で
貨
幣
に

鋳
造
し
、
純
分
な
ら
び
に
価
値
の
保
証
を
与
え
る
署
名
と
鋳
造
場
所

を
知
ら

せ
る
地
名
を
刻
印
す
る
権
限
を
、
特
定
租
税
の
徴
収
、
製
塩

所
の
徴
税
請
負
人
、
王
領
地
の
管
理
人
、
修
道
院
の
財
務
管
理
人
な

(
26
)

 ど

に
与

え

て

お

く

こ
と

が

好

都

合

だ

っ
た

。
」

す

な

わ

ち
、

ア

ン

ジ

ュ
ル

・
セ

リ

ュ
ー

ル
の
説

に

よ

れ
ば

、

造

幣

人

は
各

地

で
現

物

、

貴

金
属
、
さ
ま
ざ
ま
な
貨
幣
で
徴
税
し
、鋳
貨
に
刻
印
さ
れ
た
地
名
の
と

こ
ろ
で
鋳
造
し
た
貨
幣
の

一
定
額
を
国
庫
に
納
付
し
、
造
幣
の
署
名

は
そ
の
貨
幣
の
価
値
を
保
証
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
教
会
や
修

道
院

の
名
が
刻
印
さ
れ
た
貨
幣

の
鋳
造
は
、
王
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
教
会
や
修
道
院
に
対
し
て

一
定
の
租
税
の
徴
収
権
が
認
め

(
27
)

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
ま

た
ル

・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
オ

ム
は
、
七
世
紀
に
お
け
る
造
幣
人
の
貨
幣
は
王
領
地
、
王
の
宮
廷
、
教

会
領
、
キ
ウ
ィ
タ
ス
や
農
村
集
落
の
中
心
地
、
都
市
や
港
市
な
ど
で
、

経
済
活
動
が
発
展
し
税
収
や
貨
幣
収
入
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
鋳

(
28
)

造
さ
れ
て
い
る
点
を
指
適
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
造
幣
人
の
貨
幣
と

ガ

ロ
・
ロ
ー

マ
人
の
土
地
所
有
者
の
地
租
の
金
納
化
と
を
結
ぶ
ヴ

ェ

ル
ナ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
示
し
て
い
る
。
造
幣
人
の
鋳
造
の
盛

期
す
な
わ
ち
七
世
紀
に
ガ

ロ
・
ロ
ー
マ
人
が
多
く
居
住
し
た
地
方
で

は
都
市
や
農
村
で
金
貨
に
対
す
る
需
要
が
高

ま
り
、
私
人
の
側
か
ら

鋳
貨
の
た
め
金
が
造
幣
人
に
給
与
さ
れ
、
こ
う
し
た
過
程
の
中
で
租

税
の
金
納
化
が
お
こ
り
、
こ
の
よ
う
な
金
納
化
に
は
と
り
わ
け
地
租

を
負
担
す
る

ロ
ー
マ
人
の
土
地

所
有
者

(菊
oヨ
き
臣

℃
oωωΦωωo
目)

が
考
え
ら
れ
る
と
い
掴

な
お
も
最
近
ア
メ
リ
カ
の
古
銭
学
者
A

・
ス
ト
ー
ル
は
、
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
朝
の
徴
税
法
と
造
幣
人
の
貨
幣
鋳
造
を
関
連
さ
せ
メ
ロ
ヴ
ィ

:.



ン
グ

・
フ
ラ

ン
ク

王

国

の
徴

税

シ

ス

テ

ム

の
解

明

を
試

み

て

い

る
。

五

六

〇

年

か

ら

六

六

〇

年

ま

で

の

メ

ス
地

方

で
、

造

幣

人

に

よ

っ
て

鋳

造

さ

れ

た

お

よ

そ

二
六

〇

の
ト

リ

エ
ン

ス
貨

の
考

察

に
も

と
つ

い

て
、

ス
ト

ー

ル

の
導

い

た
所

説

は
以

下

の

よ

う

な
も

の

で

あ

る
。

ス

ト

ー

ル
が

考

察

の
対

象

と

し

た

二

六

〇

の

ト

リ

エ

ン

ス
貨

の

う

ち
少

数

の
造

幣

地

名

の
確

認

し
が

た

い
も

の
、

ま

た
刻

銘

が

判
読

し

が

た

い
も

の

を
除

き
、

メ

ス
、

ト

ゥ
ー

ル
、

ト

リ

ア

ー
、

ヴ

ェ
ル
ダ

ン

の

キ

ウ

ィ
タ

ス
、
バ

ー

ル

・
ル

・
デ

ュ
ッ
ク

(しd
⇔
H
占
Φ
-∪
ロ
o
)
、

ム
ゾ

ン
、

サ

ー

ル
ブ

ー

ル
、
デ

ュ
ー

ル

ア

ー

ル

の

パ
グ

ス
お

よ

び

マ

ル
サ

ル
、
ヴ

ィ

ク
、
モ

ワ
イ

ヤ

ン
ヴ

ィ

ク
、
デ

ュ
ー
ヅ

の

ウ

イ

ク

ス
、
さ

ら

に

マ
ル

サ

ー

ル
、

バ

ー

ル

・
ル

・
デ

ュ

ッ
ク

の
そ

れ

ぞ

れ

と

一
対

を

な

す

イ

ボ

ワ

・
カ

リ

ニ
ャ

ン

(尾
く
9
ω
6

9

σq
口
§

)
、

ネ

ク

ス

・
シ

ュ
ル
・
オ

ル

ナ

ン

(ワ
臼⇔
一×
-ωd
q
-○
昌
口
⇔
昌
)

の

十

四

の

造
幣

地
名

を

含

ん

で

い

る
。

こ

れ

ら

の

地

名

に
あ

ら

わ

れ

る
四

つ

の
キ

ウ

ィ
タ

ス

と
四

つ
の

パ
グ

ス
は

王

の
徴

税

の
中

心

地

で
あ

り

、

す

べ

て

ロ
ー

マ
時

代

の
街

道

が

渡

河

す

る
地

に
あ

り

、

関

税

の
徴

収

地

と
考

え

ら

れ

る
。

ま

た

キ

ウ

ィ
タ

ス
や

パ
グ

ス

の
中

心

地

で
も

な
く

、

関

税

の
徴

収

地

と
も

考

え

ら

れ

な

い

マ
ル
サ

ル
、

ヴ

ィ

ク
、

モ

ワ

イ

ヤ

ン
ヴ

ィ

ク

、

デ

ュ
ー
ヅ

の

ウ

ィ
ク

ス

は
前

述

の

よ
う

に
塩

の
産

出

地

に

あ
り

、

塩

の

生
産

、

販

売

に
対

し

て
課

税

さ

れ

た

で

あ

ろ
う

。

し

た

が

っ
て
、

メ

ス
地
方

の
ト
リ

エ
ン
ス
貨
か
ら
確
認
で
き
る
造
幣
地
は
す
べ
て
王
の
徴
税
地

と
想
定
で
き
る
し
、
王
の
徴
税
の
時
期
に
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
造
幣
人
は
伯
に
属
し
、
伯
に
よ
っ

て
徴
収
さ
れ
た
貨
幣
を
溶
解
し
、
規
準
化
さ
れ
た
新
た
な
貨
幣
に
改

鋳
す
る
役
人
と
み
ら
れ
、
造
幣
人
の
名
を
刻
印
し
た
通
貨
の
価
値
を

保
証
し
た
の
だ
と
い
う
。

ス
ト
ー
ル
は
、
造
幣
地
が
王
の
地
方
に
お

け
る
徴
税
の
拠
点
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
徴
税
シ
ス
テ

ム
を
構
想
し
、

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
地
方

に
分
散
し
た
造
幣
に
は

ア
ナ
ー
キ
は
な
く
、
し
た
が

っ
て
、
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
の
王
は
造
幣
権

を
放
棄
し
た
の
で
は
な
く
王
の
役
人
に
留
保
さ
れ
て
い
た
の
で
、
メ

ロ
ヴ
ィ
ン
グ
の
貨
幣
は
事
実
上
は
国
家
権
力

に
統
制
さ
れ
て
い
た
と

　
　
　

い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
造
幣
人
の
署
名

は
貨
幣
に
保
証
を
与
え
、
現
実
に
は
造
幣
権

は
王
か
ら
失
わ
れ
、
造

幣
人
に
委
ね
ら
れ
、
造
幣
が
拡
散
し
た
と
い
う
説
と
は
対
照
的
で
あ

麓

(一)

 

以

上

に

述

べ
た

よ

う

な

ア

ン

ジ

ュ
ル

・
セ
リ

ュ
ー

ル
、
ヴ

ェ
ル

ナ

ー

、

ス
ト

ー

ル

の
よ

う

な

造

幣

人

と

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ

朝

の
徴

税

と

を

直

接

に
連

結

さ

せ

る
説

に
対

し

て
、
J

・
ラ

フ

ォ
リ

は

、
メ

ロ
ヴ

ィ

ン

一87



グ
時
代

の
造
幣
地
名
を
刻
印
し
た
貨
幣
は
租
税
の
支
払
や
国
庫

へ
の

収
入
を
目
的
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
「聖

エ
リ
ギ
ウ
ス
伝
」
の

記
述
に

つ
い
て
、
リ
モ
ー
ジ

ュ
の
パ
グ
ス
に
お
い
て
造
幣
人
を
と
も

な

っ
た
徴
税
人
は
金
で
租
税
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
は
貨
幣

か
、
そ
れ
と
も
他

の
金
製
品
で
あ

っ
た
の
か
を
問
い
、
リ
モ
ー
ジ

ュ
で

徴
収
さ
れ
た
金
が
造
幣
人
に
よ
っ
て
溶
解
さ
れ
新
た
に
貨
幣
に
鋳
造

さ
れ
た

こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
租
税
徴
収
に
対
す
る
造

　　
　

幣
人
の
直
接
の
関
与
を
退
け
て
い
る
。
ま
た
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
の
ロ
ー
マ

人
土
地
所
有
者
の
地
租
の
金
納
化
に
つ
い
て
も
、
W

・
ブ
ラ
イ
バ
ー

は
、
次

の
よ
う
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。
か
れ
の
研
究
対
象
と
し
た

ソ
ン
ム
川
と
ロ
ワ
ー
ル
の
問
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
貨
幣
の
流
通
、

鋳
造
お
よ
び
徴
税
の
方
法
の
間
に
関
連
が
成
り
立
つ
と
い
う
可
能
性

は
ま

っ
た
く
否
定
で
き
な
い
が
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
貨
幣
史
の

一
時
期

に
証
明
さ
れ
て
い
る
造
幣
地
名
の
多
く
を
、
た
だ
租
税
の
面

か
ら
の
み
解
こ
う
と
す
る
試
み
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
そ
の
解
明

に
は
整
理
さ
れ
た
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
七
世
紀
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
混
乱
し
た
国
政
の
状
況
か
ら
す
れ

　
お
　

ば
、
こ
の
よ
う
な
前
提
は
成
り
立
ち
が
た
い
と
み
て
い
る
。

し
か
し
ま
た

一
方
、

ス
ト
ー
ル
が
貨
幣
鋳
造
地
が
王
の
地
方
に
お

け
る
徴
税
の
中
心
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
メ
ロ
ヴ
ィ
ン

グ
朝
の
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
想
す
る
興
味
あ
る
仮
説
を
提
示
し
て
い

る
が
、
す
で
に

ハ
イ
ド
リ
ヒ
が
指
適
し
た
よ
う
に
、
セ
イ
ユ
流
域
を

中
心
と
す
る
地
方
に
お
い
て
は
、
造
幣
人
の
鋳
貨
と
関
税
徴
収
と
の

か
か
わ
り
を
示
唆

し
て
は

い
る
が
、
造
幣
所
は
塩
の
交
易
路
に
沿

い
、
造
幣
人
の
鋳
貨
の
主
な
目
的
が
遠
距
地
商
業
の
需
要
と
強
く
結

び

つ
く
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
租
税

の
金
納
化
は
、
ク
レ
ル

モ
ン
で
は

ロ
ー
マ
皇
帝

マ
ク
シ
ム
ス
の
時

代

に
遡
り
、
リ
モ
ー
ジ

ュ
、
ル

・
マ
ン
、
ア
ン
ジ
ェ
な
ど
で
も
六

・
七
世
紀
に
金
納
が
認
め

　
　
　

ら

れ

る
。

マ
ル

セ
ー

ユ

の
王

の
関

税

は
年

に

一
〇

〇

ソ
リ

ド

ウ

ス

の

　
お
　

収
入
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
ブ
ル
グ
ン
ト
王

チ
エ
リ
ニ
世
は
宮
宰
を

派
遣
し
て
ブ
ー
ル
ジ

ュ
の
都
市
と
パ
グ

ス
の
住
民
か
ら
金

・
銀
を
得

る
た
め
慣
習
化
さ
れ
て
い
た
課
税
を
徴
収
し
よ
う
と
し
て
、
司
教
の

(
36
)

介

入

に

よ

っ
て
防

げ

ら

れ

て

い

る
し

、

ダ

ゴ

ベ

ル
ト

一
世

は

リ

ム
ー

(
37
)

ザ
ン
の
か
れ
の
所
領
に
対
し
て
金
納
に
よ

っ
て
課
税
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
王
が
租
税
か
ら
得
た
金
は
、
貨
幣
と
し
て
流
通
し

た
で
あ
ろ
う
か
。

ロ
ー
マ
時
代

の
よ
う
に
役
人
や
軍
隊
に
貨
幣
で
支

払
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
王
は
司
教
や
修
道
院
長
に
金
を
贈
与

し
た
が
、
そ
の
金
の
多
く
は
支
出
さ
れ
る
よ
り
退
蔵
さ
れ
、
聖
者
の
墓

所
を
金
で
装

い
、
金

・
銀
の
聖
杯
を
調
製
す

る
の
に
費
や
さ
れ
た
。

::
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